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研究成果の概要： 

頭頸部領域の放射線治療では，高度な治療精度の管理が要求される．下顎位の再現性を確保

する目的で放射線治療用口腔装置(以下，OA)は重要で，本研究では実験用 OA を製作し，OA の

線量分布を X 線 CT 装置および治療用装置であるリニアックの使用により，OA 製作材料の金属

酸化物含有の有無や OAの構造が，口腔内の放射線線量分布に影響している可能性を検討した． 

 

研究成果の学術的意義や社会的意義 

 頭頸部領域における放射線治療には，口腔粘膜炎などの有害事象が高い頻度で発生する．  

口腔粘膜炎は放射線治療の完遂率を下げ，治療効果を低下させる可能性がある．放射線治療時

に OAを使用するが，線量吸収の高い OAは，接触する口腔粘膜の有害事象を増悪させる可能性

がある．本研究は，異なる材料および構造の OAが，線量分布に与える影響を解析することによ

り，OAに適した材料や構造の決定ができる． 

 

研究分野：口腔科学および関連分野 

 

キーワード：放射線治療用口腔装置 製作材料 線量分布  

 

１．研究の目的 

頭頸部領域における放射線治療では，下顎位の再現性を確保し，照射精度を上げる目的に，

放射線治療用口腔装置（以下，OA）をしばしば使用する¹⁾．OAの製作材料には，金属酸化物を

含有するものがあり，散乱線を生じる原因となる可能性がある．さらに，無歯顎患者用 OA は  

有歯顎患者用 OA にくらべて大型になるため，線量吸収の増加が考えられる．そこで，我々は  

実験用 OAを製作し，OA 製作材料の金属酸化物含有の有無や OAの構造が口腔の放射線線量分布

に与える影響を検証した． 
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（方法）実験用 OA として，4 種類の OA を製作  

した．具体的には，Ⓐ金属酸化物含有レジン  

非中空型（①歯冠色，②歯肉色），Ⓑ金属酸化

物非含有レジン非中空型（無色），Ⓒポリエチ

レンテレフタレート中空型（無色）を準備した．

X 線 CT装置を用いて 4 種類の OA および参考値  

として空気の HU 値（CT 値）を測定し治療計画

装置にてシミュレーションを行った後，リニア

ックを使用し電離箱線量計によってⒶ（①，②），

Ⓑ，Ⓒ，空気の透過線量を計測した．透過線量

計測では，水の透過線量を基準として，Ⓐ（①，②），Ⓑ，Ⓒを電離箱線量計に挿入した場合

および空気の透過線量との差異を算出した． 

（結果）OA 製作材料について：Ⓐ（①，②），Ⓑをリニアックで透過線量計測した結果．     

Ⓐ-①，Ⓐ-②，Ⓑいずれも 2.2％と，レジン中に含まれる金属酸化物含有の有無で有意差を  

認めなかった．以上から，OA の製作においては，いずれのレジンを使用しても線量分布の差が

ないことが示された． 

OA 構造について：Ⓑ，Ⓒをリニアックで透過線量を計測した結果，水の透過線量を基準として，

実験用 OA を挿入した場合の透過線量との差異は，Ⓑは 2.2％，Ⓒは 5.7％，空気は 6.8％    

であった（図 1）．空気の透過線量は低く，ⒸはⒷに対して空気に近い数値を示したことから，

無歯顎患者用 OAを製作する場合は，中空構造で製作することが有用であると考えられた． 
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